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学際フォーラム学生プレゼンバトルとは
　学生プレゼンバトルは，学群生や院生が，自らの取り組んでいる学問または研究の魅力を，異
分野の学生・研究者や一般の方に向けてわかりやすく伝えるスキルを競う企画です。2011年
度に「院生プレゼンバトル」として始まり，４年目にして企画名を更新した本企画は，本日行わ
れる予選会にはじまり，筑波大学学園祭，雙峰祭で開催する本戦（11月 2日）を通して，全学
から集まった様々な専門性を持つ学生によってプレゼンテーションによる学術交流を行います。
　学生プレゼンバトルは、学術の振興を目的とした筑波大学の有志団体「つくば院生ネットワー
ク (TGN)」が運営しております。なお、実施にあたっては、筑波大学人間力育成支援事業「つ
くばアクションプロジェクト (T-ACT)」の承認と協力、平成26年度「筑波大学社会貢献プロジェ
クト」の採択と資金提供、平成26年度「茗渓会学生活動支援事業」の採択と資金提供、および
株式会社紀伊國屋書店様からの賞品提供を受けております。この場をお借りして、御礼を申し上
げます。
学生プレゼンバトルの目指すもの
　学問や研究は，特定の学問・研究領域の学生や研究者だけのものではありません。あらゆる人
に，あらゆる学問や研究に触れ，たのしむ資格があります。その一方で，学生や研究者には，自
らの取り組んでいる学問や研究の魅力を異分野の学生・研究者や一般の方に向けてわかりやすく
伝え，学問や研究の成果をひろく社会に還元することが求められています。
　学生プレゼンバトルは，学群生や院生が異分野の学生・研究者や一般の方に向けてプレゼンテー
ションを行う機会であるとともに，あらゆる人があらゆる学問や研究に触れる機会です。学生プ
レゼンバトルの目的は2つあります。1つ目は，プレゼンターである学群生や院生が，学問や
研究の魅力を，異分野の学生・研究者や一般の方に向けて伝えるスキルを高めることです。2つ
目は，プレゼンターと異分野の学生・研究者の間の異分野コミュニケーション，およびプレゼン
ターと一般の方の間の科学コミュニケーションを実現することです。質疑応答や評価の仕掛けに
よって，エンターテインメント性とアカデミック性を併せもったコミュニケーションの実現を目
指しています。
審査方法・審査項目
　本企画では会場に来場された皆さまに審査を行っていただきます。
　それぞれのプレゼン（発表12分＋質疑応答最大8分）に対して来場者全員が審査します。
その審査点から求めた平均点が高かった上位3名が11月 2日に開催する本戦への切符を手に
します。審査の際に用いる評価項目は以下の通りです。（0～5点の6段階）
・内容が難しすぎたり，易しすぎたりしなかったか
・プレゼンターの見解は論理的であったか
・プレゼンテーションの内容と社会との関係を理解できたか
・話の展開は明快であったか
・表現技法に工夫はあったか
・あなたの意識に変化が生まれたか
情報発信
学生プレゼンバトルについての情報は，以下の方法で発信されています。
ウェブサイト：  http://tgn.oﬃcial.jp
Facebook： http://www.facebook.com/presenbattle
Twitter：   @tgn_account　（公式ハッシュタグ #presenbattle）
S-1-1　服部弘平
街頭アンケートを行うロボットシステムの開発
” ナンパ” から導き出す、呼びかけの動作
キーワード：サービスロボット
所属：システム情報工学研究科　コンピュータサイエンス専攻　博士前期課程2年
専門分野：ロボット工学
　近年、商業施設などで人と直接インタラクション伴うサービスロボットが、どのようなサービ
スを提供できるかという研究が盛んに行われいる。 しかし、現在開発されているロボットのサー
ビスは、サービスを必要としている人がアプローチしてきた場合のみ、その人だけに対応すると
いう受動的なインタラクションを伴うものばかりである。 そこで本研究では、ロボットに不特定
多数の人に対して積極的に動きまわってアプローチをかける能動的なインタラクションを伴う
サービスを行わせることを目的とし、 能動的サービスの一つである街頭アンケートを行うロボッ
トを開発中である。 開発の中では、円筒型のマルチタッチディスプレイを備えた移動ロボットを
作成した。 また、歩く人に声をかけるための動きとして、ナンパの動きを解析してモデル化し、
ロボットに組み込んで検証を行う。
予選会プログラム
　10月 21日（火）
 18:20-18:30　開会式・ルール説明
 18:30-18:50　服部弘平（S-1-1）
 18:50-19:10　小池健人（S-1-2）
 19:10-19:30　内田千智（S-1-3）
 19:30-19:50　犬塚健斗（S-1-4）
　10月 22日（水）
 18:20-18:30　開会式・ルール説明
 18:30-18:50　金井雅仁（S-2-1）
 18:50-19:10　赤木紗菜（S-2-2）
 19:10-19:30　河原圭佑（S-2-3）
 19:30-19:50　伊藤　敏（S-2-4）
　10月 23日（木）
 18:20-18:30　開会式・ルール説明
 18:30-18:50　岩永武士（S-3-1）
 18:50-19:10　中澤　暦（S-3-2）
 19:10-19:30　目黒　茜（S-3-3）
 19:30-19:50　山本陽平（S-3-4）
 19:50-20:10　返町洋祐（S-3-5）
 20:10-20:30　休憩
 20:30-20:40　本戦出場者発表
10月 21日（火）
学際フォーラム学生プレゼンバトルとは
　学生プレゼンバトルは，学群生や院生が，自らの取り組んでいる学問または研究の魅力を，異
分野の学生・研究者や一般の方に向けてわかりやすく伝えるスキルを競う企画です。2011年
度に「院生プレゼンバトル」として始まり，４年目にして企画名を更新した本企画は，本日行わ
れる予選会にはじまり，筑波大学学園祭，雙峰祭で開催する本戦（11月 2日）を通して，全学
から集まった様々な専門性を持つ学生によってプレゼンテーションによる学術交流を行います。
　学生プレゼンバトルは、学術の振興を目的とした筑波大学の有志団体「つくば院生ネットワー
ク (TGN)」が運営しております。なお、実施にあたっては、筑波大学人間力育成支援事業「つ
くばアクションプロジェクト (T-ACT)」の承認と協力、平成26年度「筑波大学社会貢献プロジェ
クト」の採択と資金提供、平成26年度「茗渓会学生活動支援事業」の採択と資金提供、および
株式会社紀伊國屋書店様からの賞品提供を受けております。この場をお借りして、御礼を申し上
げます。
学生プレゼンバトルの目指すもの
　学問や研究は，特定の学問・研究領域の学生や研究者だけのものではありません。あらゆる人
に，あらゆる学問や研究に触れ，たのしむ資格があります。その一方で，学生や研究者には，自
らの取り組んでいる学問や研究の魅力を異分野の学生・研究者や一般の方に向けてわかりやすく
伝え，学問や研究の成果をひろく社会に還元することが求められています。
　学生プレゼンバトルは，学群生や院生が異分野の学生・研究者や一般の方に向けてプレゼンテー
ションを行う機会であるとともに，あらゆる人があらゆる学問や研究に触れる機会です。学生プ
レゼンバトルの目的は2つあります。1つ目は，プレゼンターである学群生や院生が，学問や
研究の魅力を，異分野の学生・研究者や一般の方に向けて伝えるスキルを高めることです。2つ
目は，プレゼンターと異分野の学生・研究者の間の異分野コミュニケーション，およびプレゼン
ターと一般の方の間の科学コミュニケーションを実現することです。質疑応答や評価の仕掛けに
よって，エンターテインメント性とアカデミック性を併せもったコミュニケーションの実現を目
指しています。
審査方法・審査項目
　本企画では会場に来場された皆さまに審査を行っていただきます。
　それぞれのプレゼン（発表12分＋質疑応答最大8分）に対して来場者全員が審査します。
その審査点から求めた平均点が高かった上位3名が11月 2日に開催する本戦への切符を手に
します。審査の際に用いる評価項目は以下の通りです。（0～5点の6段階）
・内容が難しすぎたり，易しすぎたりしなかったか
・プレゼンターの見解は論理的であったか
・プレゼンテーションの内容と社会との関係を理解できたか
・話の展開は明快であったか
・表現技法に工夫はあったか
・あなたの意識に変化が生まれたか
S-1-2　小池健人
身近な物理学
マヨネーズって、固体？液体？
所属：数値物質科学研究科　化学専攻　博士前期課程2年
専門分野：物理化学．ソフトマター物理
　日常生活に、物理学は満載。知らなくてもいいけれど、知っているともっと楽しい。そんな日
常生活に隠れる物理学をお話する予定です！
S-1-3　内田千智
地下水がしょっぱい！
塩水地下水への地表水涵養効果の推定
キーワード：塩水地下水，灌漑農業
所属：生命環境科学研究科　環境科学専攻　博士前期課程1年
専門分野：水文科学分野
　乾燥・半乾燥地域は元々年間降水量が少ないが、近年は気候変動による旱魃の増加も加わり、
世界的に見ても地下水への依存率が高い地域である。中でもこれら地域の沿岸部では、産業の発
展および人口増加によって、地下水が過剰に揚水される傾向がある。その結果、地下水位が低下
し、地下水に海水が混入することで地下水が塩水化するという問題が生じている。本研究はこの
ように過剰揚水によって地下水環境の悪化が見られる、チュニジア北東部の2つの流域を対象に、
地下水環境の調査を行った。すると、片方の流域では地下水が塩水化していることが分かったが、
隣接したもう 1 つの流域では塩水化が見られなかった。その要因として農業用のダム貯水池か
らダム水が浸透していることと、その水を灌漑農業に使用することによって、地下水の塩水化が
防がれている可能性が挙げられる。
S-1-4　犬塚健斗
安全と宇宙
キーワード：宇宙安全工学，安全率，冗長系
所属：理工学群　工学システム学類　学士課程4年
専門分野：サイバニクス
　エレベータに乗っていて「ロープが切れるかも ?」と思うことはないでしょう．建築基準法で
エレベータのロープは定員の 10 倍分の重さがかかっても切れないようにと決まっています．こ
のくらい余分があるから僕らは安心してエレベータに乗れるんですね．一方，宇宙で使うものは
余分がありすぎると重くなって宇宙に持っていけません．そこで国際宇宙ステーションでは２故
障安全という考え方が使われています．このように宇宙の安全を身近なものと比較しながらお伝
えします！
S-2-1　金井雅仁
心理学の多様性と実用性
そこから見る” 心理学の魅力”
キーワード：ロールシャッハ・テスト，感情制御，有意味受容学習
所属：人間総合科学研究科　心理専攻　博士前期課程2年
専門分野：心理学
　近年、ますます心理学が世間の注目を集める中、心理学に対する「誤った理解」も一定数存在
することが予想される。心理学といえば、カウンセリングや教育心理学といった用語を思い浮か
べる人が多いであろうが、心理学研究の対象はそれらに限られたものではない。また、実用性が
高い心理学的知見も多く、その中には、明日からでも利用できる有益なものも存在するだろう。
そこで本発表では、心理学を学び、実際に研究する発表者が、独自の視点から、心理学研究の多
様性や心理学的知見の実用性を紹介する。それらを通して、心理学の魅力を伝え、多少なりとも
心理学に対する認識に変化を生じさせることを目的とする。多様性の紹介としては、発表者が今
までに感銘を受けた、数人の心理学研究者とその研究内容を紹介する。その後、実用性の紹介と
して、心理学的知見を実用している “分かりやすい” 事例を紹介する。
S-2-2　赤木紗菜
芸術と地域社会
アートプロジェクトの役割
キーワード：芸術，まちづくり，アートプロジェクト
所属：人間総合科学研究科　芸術専攻　博士前期課程2年
専門分野：芸術支援
　少子高齢化社会の影響で我が国では、経済の衰退や人口減少および核家族化に伴う人と人との
つながりの希薄化、空き家の増加などが懸念されている。特にこういった諸問題は都市部よりも
農村地域、郊外地域でより顕著である。 近年日本では文化芸術の持つ創造性に注目し、文化芸術
によるまちづくりに取り組む自治体が増え、大規模なアートプロジェクトが各地で開催されるよ
うになり、ひとびとのアートに対する価値観が変わりつつある。 そこで今回は、数ある文化芸術
によるまちづくり活動の中でもアートプロジェクトについて着目する。その取り組みがどのよう
に誕生・普及し、地域社会にどのような影響を与えてきたか、さらにこれからどのような役割を
担っていくかを紹介したい。
10月 22日（水）
S-2-3　河原圭佑
興味と学問
知ること ,興味を持つこと , 学ぶこと
キーワード：障がい者支援，ライトニングトーク，エンジニアリング
所属：理工学群　工学システム学類　学士課程3年
専門分野：人間工学
　自身は ARE( 先導的研究者体験プログラム ) を利用し、昨年度研究を行っていた。 研究内容は
視覚障碍者支援であり、主に白杖のロボット化である。最初に研究の背景や成果について話し、
それを通じて工学の視点から障碍に対し向かい合う。さらに現在筑波大学で流行している LT の
ブームについて紹介 , なぜこれほどまでにブームとなっているか、なぜここまで人が集まるのか。
自分なりの考察をし、「人が知ること、興味を持つこと、学問をすること」について論じる。
S-2-4　伊藤敏
歩VS騎―Foot or Mount?―
何が歴史を変えるのか?
キーワード：槍，近代化，伝統
所属：人文社会科学研究科　歴史・人類学専攻　一貫制博士課程3年
専門分野：西洋史
　「時代に変化をもたらす原動力とは何か ?」―このフレーズは、「歴史というものの本質とは何
か ?」ということについて問いかけているに等しい。そこには歴史の教科書では描写しきれない、
様々な原因がひしめいている。しかし、その原因は必ずしも稀代の英雄や、世紀の大発見や、誰
もが驚く最先端の技術とは限らない。本プレゼンテーションではその一例として、ヨーロッパが
中世から近代へと時代を変える、そのターニングポイントに焦点を当てる。特に本プレゼンテー
ションでは、軍事という視点を中心に論を展開する。具体的には、中世ヨーロッパで活躍した騎
士＝騎兵が、なぜ近代になって歩兵にその地位を奪われたのか、そして歩兵の台頭は、「近代と
いう時代」の何を物語るものだったのかについて、言語面での変化、武器のつくりと使用法、西
ヨーロッパの地域性といった側面から考察するものである。
S-3-1　岩永武士
ガザ パレスチナの現在
「今そこにあること」を理解するために
所属：放送大学　教養学部　人間と文化コース　学士課程2年
専門分野：リベラルアーツ 国際政治
S-3-2　中澤暦
「熱」で紐解く生体膜メカニズム
キーワード：細胞，生体膜，熱力学
所属：数理物質科学研究科　化学専攻　博士前期課程2年
専門分野：界面コロイド化学
　人間のからだは、細かくみれば細胞と呼ばれる小胞の集まりである。細胞は生体膜によって細
胞内と外界とが区別されており、生体膜が選択的な物質透過や神経伝達など様々な機能を発揮す
ることによって細胞内の適切な環境が保たれている。この様な生体膜の機能は、膜内に埋め込ま
れたタンパク質の働きによるものだと考えられてきた。しかし、実際にはリン脂質二重膜と呼ば
れる生体膜の基盤が様々に性質を変えながら、タンパク質の働きを調節している。本研究では、
このリン脂質二重膜に焦点を当て、実際に生体内化学反応のプラットフォームとしてどの様な役
割を持つのかを調べることを目的としている。生体におけるリン脂質の種類はあまりにも多様で
複雑な構造をとるため、一つ一つの分子の性質に着目して研究を行うのではなく、熱力学量とい
う巨視的な量を使って生体膜のメカニズム解明に迫る。
10月 23日（木）
S-3-3　目黒茜
原子力に対する日本の社会意識
キーワード：原子力，核のダブルスタンダード，ギュンター・アンダース
所属：社会・国際学群　社会学類　学士課程3年
専門分野：言説分析
　本研究は、原子力についての日本の社会意識が抱える問題を、哲学的に考察するものである。
本研究では、「日本は原子爆弾の投下および戦後の度重なる被爆体験にもかかわらず、核の軍事
利用と民生利用を恣意的に区別することで、一方では被爆国として核不拡散を訴え、他方では原
子力の平和利用を推し進め原発大国となるというダブルスタンダードが、大きな問題となること
なく受け入れられてきたが、そうした社会意識を可能にしているものは何か」という問いを立て、
この問いに哲学的に答えようとしている。本研究は日本の原子力に対する社会意識が歴史的に抱
えてきた問題を明らかにし、その問題に対して主に哲学者ギュンター・アンダースの議論を参照
しながら、認識論的なフレームワークを構築した。そしてそのフレームワークを用いた言説分析
によって、原子力に対する日本の社会意識が、アンダースの言う「アポカリプス不感症」に陥っ
ていることを明らかにした。
S-3-4　山本陽平
複数の正答を持つ単位正方形の組み合わせパズルに関
する研究
キーワード：ゲーム・パズルの数理的基礎
所属：システム情報工学研究科　コンピュータサイエンス専攻　博士前期課程2年
専門分野：情報工学
　本論文では，両面に色の付いた単位正方形をピースとする組み合わせパズルについて議論する．
ピースは両面に色を付けることができ，全てのピースを過不足なく使用して予め指定された色模
様（「正答」と呼ぶ）を復元することを目的とする．正答が 2 つ以下であれば，ピースの各面に
色を割り当てることで，必ず全ての正答を再構成できる．正答が 3 つ以上ある場合には，正答
間で共通する色をうまく再利用する必要があり，場合によっては全ての正答を実現するピースが
存在しないこともある．そこで，複数の正答が入力として与えられたときに，その正答を実現で
きるピースの集合が存在するか否かを判定するための条件式と，存在する場合にはピースの生成
を行う手法を提案する．そうでない場合には，正答の色合いを調整して，ピースを生成可能にす
る手法の提案も行う．いくつかの例題に対して提案手法を試し，実際にパズルを試作したので報
告する．
S-3-5　返町洋祐
微生物で水をきれいに！！
微生物間の代謝共役がもたらす窒素分除去の効率化
キーワード：微生物，環境浄化，排水処理
所属：生命環境科学研究科　環境バイオマス共生学専攻　一貫制博士課程１年
専門分野：応用微生物学
　微生物というと、” 目に見えなくてよく分からない”、” 病気の原因になる厄介者” などと思われ
ることが多いかもしれないが、自然界の至る所に生息し、物質循環を通して環境の保全に大きく
関わっている。赤潮やアオコに代表される湖沼などの富栄養化は、食品工場や畜産業の排水に多
量に含まれている硝酸イオンが引き起こす環境問題である。微生物の中には、硝酸イオンを代謝
して窒素として大気中に放出することで水中から除去し、富栄養化の防止に一役買っているもの
がいる。近年、微生物同士が電子をやり取りすることで、この代謝が促進されることが明らかに
なり、水処理技術への応用が期待されている。この発表では、普段は目立たない微生物の活躍と、
教科書には載らない微生物の面白い能力について、私の研究を軸にして紹介する。
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